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愛 と 無

ーエードゥアルト・メーリケ覚え書

石橋道大

1 愛

2 フモ ノレ

3 多様とイロニ-

4 晩年の文学

5 主観的真実としての無

超自の示す様に、本稿はメーリクが求めて得られぬ絶対の愛K固執した結果、その帰結すると ζろ

は無だったととを述べようとするものである O 勿論ζ の愛の希求はレアリスムスへ向ってメーリクの

芸術が力強い歩みを示す際K、その新しい世界K確実なものをつくってゆくための導きの星Kなった。

また愛と無の中間に初めて展開したメーリクの芸術の積極的価値についても筆者は正面切って否定し

ようとは思わない。それ故、この考察は芸術的に相当の成果を収めたKも拘らず愛から無へという図

式をメーリクが捨て切ることができなかったことを、すなわちメーリクの芸術の積極的価値について

よりもその不安の側面を扱うものである O ぞれ故、本稿の引用例もその観点から選択されてなり、ま

たメーリケの個人的心情にも立ち入ることがあると思う。こうした弱さの観点からの見方はメ リケ

の芸術の価値を正面から否定するものではないが、しかし個人的心情をも含めた弱さはまた芸術と無

関係ではないのであって、結局はメーリクの芸術全体の規模の決定Kはね返ってくるc メ リクの芸

術がグーテ程の規模の大きさをみせなかった原因の第ーは、詩的才能というよりはむしろ「愛と無」

という袋小路的発想による全的人間展開の不可能KあったのであるO そうした意味で、との様な視点

からの考察も無意味ではないと思う O
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>Die Liebe ist der Endzw巴ck der 'Neltgeschichte 

一一 das Amen d巴s Universums く

( Nov昌 1i s > F r a gm e n t e u n d S t u d i e n • 1 0 1 < ) 

1 8 2 3年の復活祭の頃、まだ 18才だったメーリケは初めてマリア・マイアーと知Dあった。メ

ーリクの虚無感を根とそぎ否定する絶対の愛をそζK見た。絶対は達成された。だがしかしそれは瞬

時にすぎず、すぐKメーリケはマリアの奥にひそむ、彼の本性に反する様々の性質に眉をひそめた。

メーリクは絶対の愛を自ら手放した。愛しながらの絶望の断行だフた。二度と他の愛によっては充た

されるととのないことを半ば予感しながらの男IJれだった。後のノレイーゼ・ラワとの愛でさえもが、こ

れと比べると力強さがないoラワへの手紙は、彼女への愛の貧しさを手紙の創作性によって補ってい

るのK対し、マリアに関しては補うどころかあらゆる証拠を隠滅し、感情を鎮圧してしまった。ま

た、ベレグリーナ詩群の中心であるはずの〉ベレグリーナ Eくがリアノレな描写を避けて影絵の様にな

っていることも体験ののつびきならぬととを暗示しているO こうしてマリアと別れた後メーリケを重要

ったのはマリアと別れたことの悲しみというよりは、一人で愛のない世界を生きねばならぬことへの

恐怖だった。愛がなくては普通の顔さえも保てないメ リケであり、愛は必需品だった。愛は喜びと

いうよりは、孤独な世界K耐えさせてくれる慰めだった。メーリケは寂しがb屋だった。愛があると

うれしいのではなく、愛がないと駄目な寂しい人間だった。との体験が詩的変容をとげて「ベレグリ

ーナ」が成立した。

PEREGRINA 

Der Spiegel dieser treu巴n，braunen Augen 

1st wie von innerm Gold ein 'Niderschein; 

Tief aus dem Busen scheint er's anzusaugen， 

Dort mag solch Gold in heil'gem Gr昌m gede i hn. 

In diese Nacht des Blickes mich zu tauchen， 

Unwissend Kind，du selber ladst mich ein一一

Willst， ich soll kecklich mich und dich entzund巴n，

R e i c h s t 1 a c h e 1 n d m i r d e n T 0 d i m K e 1 c h d e r S u n d e n.ノ

ベレグリーナ

とのまことの茶色い瞳の鏡は

内にある黄金の照り返しのようだ。
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鏡は金の光を胸の奥底沙諸ら吸い上げているように見える

この様~黄金は胸の奥深く聖なる悲嘆の中で育っているのかもしれぬ。

眼指しのこの夜の中に私を沈めようと

無邪気~$'前よ、自らな前は私を招き入れ

望むのだ、台前と私を思い切ってわたしが燃え上がらぜるのを

罪の杯に死を盛Dな前はほほえみ之とがら私K差し出す。

人を吸い寄せないではいない「まことの瞳」は内部に重量く超絶的な存在(r黄金J)を挟し出す窓で
ある O 窓は内部の黄金の光を吸い上げている O 内部では黄金が聖なる嘆きの中で育っている。ここまで

は窓を通してのみ黄金の反映を見ているに過ぎず、内部の意味は理解されてい左い。だから、 Wle. 

scheint・magといった不確かを意味する言葉が使われている。内部は「黄金Jという比喰によっ

てのみ言葉に在る様念超絶的世界である。そのあまりのエネノレギーを恐れてシュタンツエの堅い殻K閉

じ込めているの観がある。しかし内部で重い力は動いている。黄金K比せられるが、しかし明るさはな

く暗い「夜」の怪しく光る黄金である O それは悪意ではなく「無邪気Jであり盲目的な力の世界である O

この根源的な世界へ目を向けたら最後、人はいやなうなしに引きずり込まれる。生の形成を欠いた世界、

死の世界、エロスの根源的~力の世界。人聞の意識的自己統御が無力な、とのあらゆるものを至福のう

ちに解体する世界K対して詩人はある評価を下している o r聖~る悲嘆J ・「罪の杯 J 0 r聖左るJと

は何か。エロス的合ーは宇宙生成の意志であり、自己を自然宇宙生命の最も根本的にして壮大な流れに

合流させる方法であり、宇宙になける生命の意味づけであり肯定であり讃歌であり、それ故に「聖なる」

なのだと考えられるoエムベドクレスからへjレダ リンK、そしてメ リクへと受け継がれた愛のイデ

ア左のである O 詩人は瞳に吸い込まれそう Kなり、自己を念げうってその中へ没入したい衝動を抑えら

れ左い。暗い世界の吸収力は圧倒的な力で詩人のエロスKうったえる。人聞を焼き尽くさないではなか

ない愛の世界だ。しかし一方、自己保存への意志も否定しがたいo自己保存のためには、 ζれを一方的

に「悲嘆Jr罪」と名付けるしかない。名付けたく左くてもそうせざるをえ左い

ζの愛から逃げ出した詩人は過酷左言葉で更K追撃ちをかける。

E i n 1 r r s a 1 k am i n d i e M 0 n d s c h巴 ingarten

Einer einst heiligen Liebe. 

Schaudernd 巴nt d e c k' i c h ve r j "a h r t e n B巴tr u g. 

かつては神聖だった愛の

月光Kぬれた庭に迷誤が入ってきた。

ぞっとして私は色あせた欺晴を見つけた。

しかしからくも人生に舞いもどった詩人K残されていたのは唯生きているという ζと、その ζとだけ
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であD、孤独地獄の中でかつての愛の至福は繰返し切左〈回帰してきて詩人を苦しめる。

K r a n k s e i t d em ， 

Wund st und wehe m巴 in Herz. 

Nimmer wi rd es g巴nes巴九ノ

それ以来病となり

傷つき心は痛む

心が回復するととは最早;1:いだろう O

かつては恐怖から愛を捨てたとはいえ、これをのがれ得た今詩人の胸K去来するのはただ愛の美しさ

のみである。

Wa r um， G e 1 i e b t e， d e n k' c h d e i n 

Auf einmal nun mi tausend Tr昌nen，

Und kann gar nicht zufrieden sein， 

Und will die Brust in alle Weite dehnenワ

愛する人よ、なぜK台前のことを

あふれる涙で今突然K思い出すのか

そして全く充たされる ζとがなく

あらん限りの遠方へ拘の思いをふくらませるのか。

Wa r 's m'o' g 1 i c h， s 0 1 c h e S c h '0' n h e i z u v e r 1 a s s e n ? 

一一 S 0 k e h r t n u r r e i z e n d e r d a s a 1 t e G I'u c k / 

ありえたのか、この様;1:美しさを捨てる左どということが。

そう思うといよいよ心をそそって古い幸ぜが帰ってくるでは左いか O

「絶対の愛Jの認識はペレグリーナK原点を持つoWi e s eは>ImGrunde hat er 

lmm巴r nur die Liebe，nicht aber einen Menschen geliebt.1)くと言ヲ

ているが、詩人は次の様K言う。

A c h， s a g' m i r ， a 1 1 e i n z i g e L i巴be， 

Wo du bleibst， dass ich bei dir bliebe.ノ

Wa n n w e r d' i c h g e s t i 1 1 t ? ( > I m F r ~. h 1 i n gく〕

るあ言つてなくれ、唯一つの愛よ

な前は何処にいるのかを、私がな前のところに居れるように。
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何時わたしは癒されるのだ。

( i春VCJ ) 

> alleinzige Liebeくとは唯一つしかない愛、つま b具体的にあの愛この愛という考え
方ではなく、絶対の愛、愛のイデアとでもいうべき発想法なのだ。 >P巴r巴gr 1 n a くという名前が
既に「さすらう人」という類型であD、愛の理念である。しかしベレグリーナは初めから影を持って

いた、にも拘らず愛の視点からのみすればやはbそれは絶対の愛K変わりはないo メーリクの絶対の

愛は最初から悲劇的に提示されていた。それは絶対の愛であり:1がら、そのままそこへ帰るべき場所

ではなかった。そこは恐ろしすき、たO この矛盾をどうしたらいいのか。ペレグリーナそれ自体が詩人

の帰るべき具体的故郷左のでは念い、ペレグリ~ナは恐ろしすきる性質を持っていた。詩人はペレグ

リーナを愛し抜き、かつ恐怖して憎んだ。ともあれペレグリーナは絶対の愛の存在を確信させたo i 

ペレグリーナ詩群」以降 30年以上にわたる詩作の中でペレグリーナそれ自体の具体的印象は風化し

てゆくが、 「絶対の愛」の認識という問題として詩人の思考構造を決定し生涯尾をひくことK左るO

これが「ペレグリーナJの決定的意味であるO 絶対の愛は存在ぜねば:1らぬ、存在すべきだ、という

のが合理・非合理を越えた、あらゆる批判を無力と化すメーリケの全身全霊の声だったのであろう O

それを否定できる如何念る意志も最早存在しない、いわば宇宙の根本意志K合流した声だったといえ

る。

メーリケは自己解体で:1い愛を求めた。しかし愛は自己解体の中にしかないovcも拘らず愛K憧れ

アヒメーリケは本質的VCsentimental i sch:1のであり、近代人の苦悩が ζζに見られる。メーリ

ケがペレグリーナの愛を捨てたのは放浪K疲れていたからであるO つまりメーリクが最終的に望んで

いたのは絶対の愛よりも無なのだ。メーリケにとって愛はただ憧れるためKのみあった。永遠の愛を

求めて無限のf方程を繰返す舞台は前期ロマン主義の世界であり、永遠の愛は無限の放浪を辞さぬ魂に

しか開示され:1い。精押は空中拡散の危険にさらされるO 放浪K疲れ拡散に恐怖したメーリケはとれ

をのがれて、自己を滅ぼさぬ地上的なものに永遠の愛の反映を見い出そうと試みるO との道は既に後

期ロマン派Kよって準備されてなb、シュグァーベン詩派のワーラン卜 K生ると更に明確に次の様K

言明されているo> D e r G e i s t d e s M e n s c h e n a b e r， w 0 h 1 f u"h 1 e n d， d呂ss 
er nie das Unendliche in voller Klarheit in sich 呂uffassen

wird， und mu"de des unbestimmt schweifenden Verlangens， 

kn"upft bald s巴ine Sehnsucht an rdische Bilder， in d巴ne n i hm 

doch ein Blick des Uberirdischen aufzud"a"mmern scheint;2~くけれ

ども彼等にとっては地上はまだ全体としてロマン主義的霊気を帯びていた。この霊気が徐々K薄れて

いく途上Kメーリクは立っていたのであ夕、白前に迫った現実主義Kメーリクは実存的不安を感じ、
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不安の中へ入ってゆけばゆくほど絶苅の愛を想起しないではいられ念かったo現実主義的色彩を濃くす

る中期以降のメーリクの芸術的努力は、巨大な空白感、による絶対の愛への固執という犠牲によって初め

て念されるのである。

とζろでメーリクの絶対の愛の希求はロマン主義と関係がある。ロマン主義から現実主義へと歩みを

進めていくメーリク氏とって、ロマン主義の遺産である愛は出発点に存在し、良きにつけ悪しき Kつけ

生涯メ←リクを導いてゆく o ロマン主義者にとヲてとメーリクにとっての愛は全く同じというわけでは

念い。ロマン主義者は価値の究極K愛を求め、メーリクは価値の前提に愛を求めたO 時代的に言っても、

ロマン主義者のついに見フけた愛を遅参者メーリケは最初から知っていたO メーリケは二代目の放蕩息

子であ D、愛は当然存在せねばならなかったO 愛がもたらすものは喜びではなく、あるべきものが当然

そこにあるということの安心感だった。ロマン主義者たちはまだ上D坂で精押の自由を求めた、拡大の

エネノレギーがあった、自己を拡大し充足させることK自信を持っていた、その結果として愛をもまた求

めた。メーリケはそのしbぬぐいをぜねばならなかった、彼が求めたのは憩いだ。自己拡大ではなくて、

愛になける自己終鳶を求めたO メーリクが価値の前提K愛を求め左いではいられ左かった理由は、現実

主義へ歩む中で実存的不安を感じ、それの克服が彼の文学の課題と左ったからであるO メーリクの現実

主義文学が克ち取った、静止した永遠の人間性の純粋な空間は最早前進拡大しようとせず、ただ永遠の

愛VL;t，>ける静止を志向するのだ。

「絶対の愛」という発想は、知的Kあるいは意力的K世界の本質を徹底して造形(彼らK言わせれば

「追求J)し念いではなかない西洋人の考え方の一大特徴に基つくのであb力で克ち取る形而上学であ

るのだが、力まかせのこの突進はしばしば理想、と現実の深刻な分裂を結果させる。メーリクの愛にかけ

る問題点も結局は、措定された絶対の愛を求めて精神の訪程を繰返し念がらこの現実世界K生きる者と

して如何にして現実世界Kその愛の具現化を見ょうとするかの試みであり、文学史的にはロマン主義か

らレアリスムスへの過渡期にメーリケが立っている ζとに対応してくるのである。我々はここでロマン

主義の愛とメーリクの愛の関係を見ているわけだが、日常感覚を越えた無限のもの・絶対のものの切実

左希求という点からロマン主義を見ればその淵源は非常に深く、メ リケKなける「絶対の愛」という

思考パターンもその流れの中にある。最も古いものは西洋ではプラトンにまで減る。彼は、我々の感覚

でとらえられる現実世界は真実の世界なのではなく、それを超えたイデアの世界が真の実在の世界なの

だとした。 ζの系譜は次に神秘主義的汎神論のプロティノスを祖とする新プラトン主義をへて、超越神

を指定する中世キリスト教のスコラ哲学に流れこみ、近代ではカントやへーグノレに至っても左なこの傾

向がみられるO ニーチエやハイデガ まで来ると様相はかなタ変わるが、知的にあるいは意力的K人間

存在の謎を徹底的に論じて論理を構築しようとする西洋人特有の志向の点では変わbはないoロマン主

義に影響を与えた哲学はまずフィヒテで、その絶対自我の哲学は精押の絶対自由を保持する前期ロマン
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iJKの考え方の基礎となった。我々が今問題にしている愛に関連してこれをみる左らば、精押の絶対自由

はまず自我と自然。一体感をもたらさず、絶えず変転生成拡大する精押は究極の拠をもたず虚空に

空転する危険が生じてくる。この生成拡大に一応の完成を与えるのが愛1.J:のである。既にノグァーリス

は、完全な真理を知ろうと努力する男が終にそれを愛人の腕の中に発見するというメーノレヒェンをつく

り、絶対無限への憧僚は異性への愛にないて静められることを示して阿る O またシュライエノレマシハー

はその宗教哲学にないて、宇宙万有と人間心情との聞に本源的な結合があることを認め、人間の中氏宇

宙万有の観念がめざめると共に横溢する力強い感情の湧上る瞬間を確立し、そとに宗教の仔在を肯定し、

宗教的愛にないて有限と無限は調停されると考えた。更にシェリングの自然哲学は、自然は見える精押

であり精神は見え左い自然、でるb、我々の内にある精神も我々の外Kある自然も同一無ニの有機体の二

つの同じく正当な成果として相属するものであるとして、自然への愛K沿いて有限と無限が調停される

とした。有限左もの地上的左ものの中に永遠無限絶対のものを見い出すことができるという考え方は後

期ロマン派にないて多くの具体的左作品に結実し、と Dわけ自然発生的な民謡に永遠の声を開き取ろう

として民謡の収集や民謡風の詩の創作が盛んKなったO

自然との交感K永遠のものをつかもうとする試みはメーリクKもみられるO だがこの交感には既に影

がさしているO 河の根源的自然、力K合体しようとする詩人を河は担絶する。

D u m u r m e 1 5 t 50， m e i n F 1 u 5 5， wa r u m。

D u t r "a" g 5 t 5 e i t a 1 t e n T a g e n 

E i n 5巴 lt5amMarchen mi t dir um 

Wa5 i5t 50 tief， 50 tief wie 5ie 

Die Liebe nur alleine. 

D u we i s e 5 t 5 C hm e i c h巴 lnd mi ch zuruck 

Zu deiner Blumen5Chwelle. 

So trag巴 d巴nn al lein dein Gl~ck 

Und wieg auf d巴 iner Welle 

D巴r S onn巴 Pr a c h t， d e 5 Mo n d e 5 R u h' 

Nach tau5end Irre口 kehr5t du 

Z u ew'g巴n Mutterqu巴 11 e"ノ

( > Mein FluBく 1828 ) 
な前はそうしてつぶやいている、河よ、何故左のだ。
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な前は苦から不思議念

メールヒエンを持ち運んでいる

何が河に映る空の紺碧のように、このように深いだろうか、

ただ愛だけだ。

な前はやさしくし念がら私に

花の敷居にもどるよう命じる。

それまらば一人で自分の幸福をはこび

波の上に太陽の輝き

月の安らぎを揺っているがよい。

数限bない迷いの後な前は

永遠の母;1:る源へと帰ってゆくのだO

(わたしの河)

> Mein Leben um d旦s deine.ノくと河K呼びかけるが河は拒絶する。 rペレグリーナ」
では詩人の方から逃げ出したが今度は河K逃げられるのであ夕、永遠のものとの合ーは益々困難VL1.とっ

ている。

永遠の存在との全き合ーは仰によってのみ可能である。

NEUE LIEBE 

Kann auch ein Mensch des andern auf der Erde 

G a n z， w i e e r m"o c h t e， s e i n 

一一In langer Nacht bedacht' ich mir's und musst巴 sagen， 

n e i n.ノ

So kann ich niemands heissen auf der Erde， 

Und ni巴mand ware mein 

一一Aus Finsternissen hell in mir aufz"uckt ein 

Freudenschein 

S 0 1 1 t' i c h m i t G 0 t t n i c h t k.o n n e n s e i n ， 

So wie ich mfrcht巴， Me i n u n d D巴in 
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礼Tas hielte mich， dass ich's nicht heute werdeワ

E i n s u s s e 5 S c h r e c k e n g e h t d u r c h m e i n G e b e i n.ノ

lVlich wundert， dass es mir ein Wunder wollte s巴 1n ， 

Gott selbst zu eigen haben auf der Erd~ノ

新しい愛

ひとはζの世で全く意のまま K

はたして他者のものと念れるか。

長い夜そのことに思いをひそめ、私は言わざるをえ左かった、否とO

ではこの世で私は誰のものともいえず

誰も私のものでは左いのか。

一一突然暗閣に歓喜の光がぽっと明るく;臨めく

神とならば望むままに

互いを所有しあえるのでは左いかO

今日そう~れ念いのは何が邪魔しているのだ。

甘い驚きが四肢をつき貫ける O

なかし念ととだ、 ζの世で神自身を我がものとするととが

どうしても私には寄蹟としか思われなかったなんてO

(1846) 

冒頭の息詰まる緊張した空間はリノレクの「ドヮイノの悲歌」の冒頭を思い出させて壮絶とさえいえ

る。押との融合Vてないて初めて孤独はいやされるのだという。押についてのメ リケの作品は比較的

少数であb、 > Neue Li ebe く以後も神を扱って新しい作風が展開してゆくわけではない。
> Neue Liebe くは大理念喜びをうたっているにも拘らず孤立した作品である O メ リク個人
は元来牧師であb、神は心情の基底Vζ常に存在して消える ζとが1とかったにちがい念い。にも拘らず

一個の牧師として個人的信仰K甘んずるのでは左〈詩人として生きてゆ〈ためKは、 「仲は死んだ」

と言われる時代代向ってゆか左ければ左ら左いのであb、形而上学的tてみれば!神は7EVC、日仕かろうじ

て個人の信仰としてのみ神が存在するKすぎ左い時代代向って歩いてゆか念ければ左ら左い。この様

な背景からすれば>Neue Li ebeくはやや奇異左存在であD、メーリクの生の図式左いしはメ
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ーリクの詩世界の深層構造を見通すには便利であるとしても、彼の作品全体の中でのこの詩の持つ価値

はそれ程大きいとは言え;1:I.n 0 永遠との合ーを願ってきすらうメーリクの詩世界にないて、この作品は

神がくださった一瞬の安らき、一つの美しい間奏曲とみ;1:すべき左のである。ただし神へのとうした直

接的需依は神の創造した現実世界へのまだ残存ずる信頼を示してなb、ζの現実世界の不安の中である

物体(171Jえばランプ)への沈潜から事物詩的作品がEとまれたとはいえ、押の被造物への愛と信頼のま左

ざしは、事物詩を更K完全之とものにしたり言葉に閉じこもってそこに新しい現実を見出そうとする象徴

詩へ完全K移行したりすることを拒絶するのである。伊IJえば次の様念事物詩がある O

GOTTLICHE REMINISZENZ 

Hα V1"αれ
，、
αvrov εTe νero 

E v. J 0 h. 1， 3※ 

Vorlangst s昌h ich ein wundersames Bild gemalt， 

Im Kloster der Kartauser，das ich oft besucht. 

Heu t， da i ch im G巴birge droben 巴lnsam glng， 

Umstarrt von wild zerstreuter F巴1s e n t r umme r s a a t ， 

Trat es mit fri schen Farben vor di巴 Se巴1e mi r. 

A n j"a h e r S t e i n k 1 u f t ， d e r e n d"u n n b巴graster S昌um，

Von zweien Palmen u"berschattet，magre Kost 

D e n Z i e g e n b e u t， d e n s t e i 1 a u f we i d e n d e n am H a n g ， 

Sieht man den Knaben Jesus sitzend auf Gestein: 

E i n we i s s e s V 1 i e s a 1 s P 0 1 s t e r i s t i hm u n t e r 1巴gt. 

N i c h t 昌 llzu kindlich deuchte mir das schoneKind: 

Der heisse Sommer， sicherl ich s巴in fu"nfter schon， 

Hat seine Glieder，welche bis zum Knie herab 

Das gelbe Rockchen decket mi t dem Purpursaum， 

H昌 di巴 ge s u n d e n， z a r t e n ¥Va n g e n s a n f t g e b r "a" u n t 

Aus schwarzen Augen leuchtet stille Feuerkraft， 

Den Mund jedoch umfremdet unne口nbarer Reiz ・

Ein alter Hirte，freundlich zu dem Kind gebeugt， 

Gab ihm soeben ein versteinert lVleergew丘chs，

S e 1 t s am g e s t a 1 t e t ， i n d i e H a n d z um Z e i t v e r t r e i b. 
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Der Knabe hat das Wunderding beschaut， und jetzt， 

G 1 e i c h s am b e t r 0 f f e n ， S P a n n e t s i c h d巴rwe i t e B 1 i c k， 

Entgeg巴n dir， doch wirklich ohne Gegenstand， 

D u r c h d r i n g e n d e w' 15 e Z e i t e n f e r n e n ， g r e n z e n 1 0 s : 

Als wittre durch die uberwrilkte Stirn ein Bl i tz 

Der Gottheit，ein Erinnern，das im gleichen Nu 

Erloschen s巴in wird;und das welterschaffende， 

Das Wor t vo口 Anfang，als ein spielend Erdenkind， 

レit L'a c h e 1 n z e i g t' s u n w i s s e n d d i r s e i n 巴igen We r k. 

※ Alle Dinge sind durch dasselb巴 (dasWortJ g巴macht.

神の想い出

全てのものは、言葉によってできた。

私のよく行ったカノレタワゼの僧院K

不思議な絵が描かれているのを久しい以前K見た。

むこうにある山の中の荒れはててちらばった岩の砕片が

由主立してとり圏む区域を今日一人ひっそりと歩いていると

その絵が鮮かな色をして心に浮かび上った。

切り立った岩の裂け目のわずかの草がはえた縁が

二本の相rlの影K覆われて登bの急傾斜で草を食む

斜面の山羊たちK乏しい食べ物を与えているその裂け目Vて

なさ左児イエスが石氏坐っているのが見える O

白い羊毛皮が尻当てとして下に致かれている O

この可愛いい子は私Vてはそれ程子供らしくは見え左かった。

恐らくはこの子にとってもう五度自には在る暑い夏が

膝まで黄色の上着が緋色の縁で被っている四肢や

健康的で繊細な頬を柔らかく焼いていた。

黒い瞳からは静かな炎の力が輝き出ているが

えもいわれぬ魅力がしかし口元に不思議K漂っている。

年老いた羊飼いが ζの子に優しく身を屈め
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奇妙、左形の石化した海洋植物を気ばらしの為K

手の中に入れてあげたところであるO

辛子さt.::児はとの不思議念物を見つめ、そして今

まるで驚博したかの様に遠い視線が彼方に

しかし実際何K向ってでもなく伸ばされる

太古の昔にまでっき貫けて、果しもなく O

まるで雲に覆われた額を通して

神性の輝き、一瞬にして消失するであろう

想い出を感知したかのようだ。天地創造の言葉

始まりの言葉は戯れる地上の子供の姿をとって

ほほえみながら何も知らずに自らの作品を提示している O

第一節をみると、久しい以前K僧院で見たなさ左児イエスの不思議な絵が忘却の彼方から突然記憶の

中K鮮かに蘇った、とうたわれる体験詩であるO 事物は眼前にあるのではなく記憶の中Kある。第二節

はその想い出を媒体としてなさな児イエスの絵がうたわれる事物詩である O それ故、詩人が及ぼす想い出

という体験詩的精神作用によって、 >Gottheit くは事物K閉じこもるのでは左〈神にまで達する

ものとなっている O 勿論、そこに呼び起こされるのは一瞬の神の想い出にすぎず、しかも事物詩という

方法で言葉にかなりの自律性を与える ζ とによって初めて可能と左る。>Neue Liebeくととも

に、ベレグリ ナ以降の立場の苦しさがうかがわれる。

なな、 「絶対の愛」を求めたメ リクの心理について付言したい。メーリクその人は生に対して過敏

で、生の一瞬間の美しさを発見する能力には長けてなり、一瞬間存在する美しいものとしてのみ生氏耐

えられただけで、生が美しかろうが何であろうがその中に居左なる力には欠けていた。だから居ななれ

ない生の中に何らかの価値(神が最高だが、エロスでもよい、ブモーノレは下位VLt.::る)を発見ないし創

造し左いとと Kは安心できなかった。どちらかと言うとレアリスムスよ bはロマン主義K属する精神で

あ夕、レアワスムスへ歩みを進める時代にあって彼の心理の根底Kはロマン主義の愛の変形が根強く残

っていた。何故念らば、現実主義の時代に進むことによって悪化せざるを得左い生の過敏症は、圧倒的

な現実の力の中で、現実を越える理念、的な何かを心の安定のために必要としたからであるO メ リクが

絶対の愛にあくまでこだわったことの心理的な原因がζとにある O

以上は主として縦の面から、絶対の愛にメーリケが固執したことを見てきたが、最後K横の面から見

た場合を一言付け加えたい。メーリクの暗きはハイネの明るさによって半ば明らかにされ、またハイネ

の暗さはメーリクの明るさによって半ば明らかにされるO 二人とも単眼だった。メーリケがゲーテのと

とき巨大さを見ぜ左かったのは、単に時代が貧しかったからだけではなく、ハイネK学ぶべきものをメ
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ーリクが無視したからグーテよbも痩せ細フてしまったのである。またハイネの暗さ、分裂も、単K政

治的状況が彼の意のままにならなかったからだけではなく、まだメーリケのように明るい生をつくるこ

とが全く不可能な時代ではなかったにも拘らずそれを無視して、しゃにむK政治へ猪突したことにも原因

があるO グーテのような壮大さをもう一度実現するには、ハイネとメーリクを合ーした大きな才能が必

要だった。しかし不幸にしてこの二つは分裂したのだ。絶対の愛にあくまで固執する左どというのは、

こうした片寄った文学の一種病的な帰結だと言えないとともない。

2 

ヘノレダーリンは生活してゆく中で価値を創造するのでは左く、いきf.j:j)価値自体を定立してそれで生

活を切ろうとした。現実の方が自分の価値へ歩み寄るべきだと考え、自分の悲しみの責任が現実にある

と思っていたO 彼は絶対に理想、が充たされない方法でもって理想、を追求した。そこにまたとない精神の

高貴さも生まれたが、悲しみもまた尽きることがなかった。彼の友人だったメーリケの一つの偉大さは、

達し待ない絶対の愛を自己の窮極の意味とし左がらも、忍耐強くこつζっと地上的な価値を少しでも創

造することK努めた点にあるO ベレグリ ナ体験(へノレダ リンのディオティーマ体験に相当する)を

へて、絶対の愛を何が何でも求めずにはいられなかったメーリクにとって ζ うした忍耐強い努力へと踏

み出すのは大変につらい ζとであり、勇気が必要だったにちがい左い。地上の明るさは、まずは堪え難

い無意味として目K映ったであろう O この時メーリケはフモ ノレをつくった。これが結局、ロマン主義

からレアリスムスへ向つての歩みVてなってゆくのである。

フモ ノレはメーリケが現実主義へ歩み出すための最初の最大の方法であったのだが、フモーノレの採用

ということはロマン主義以後のメーリクの現実主義になける方向を決定的V己規定してしまう O す念わち、

繊弱左生命を少しずつゆっく bと、勇気をもってではあるが急激な破綻のf.j:v.ように現実に適応させて

ゆこうとする、いわばレアリスムスへの命がけの、しかし受動的左適応方法というメーリケの生涯の詩

作傾向を決定してゆくのであD、その文学の純粋さと狭さもことK起因する。例えばホフマンのどとき

夢と現実の明確で急激左落差は繊弱なメーリクの耐ええないとζろだった。あくまで優しくあくまで静か

に移行を断行した。静か念田舎への隠遁が、繊弱で傷つき易いメーリケにも現実に目を向ける可能性を

与えてくれた。都会K住んでいたら夢と現実の差は大きすぎ、ホフマンの様な強さを持たないメーリク

はかえって非生産に陥っただろう O 夢と現実の差の小ささはまた、芸術と生活の差の小ささにも通じた。

ホフマンは芸術と実生活を峻男IJしたo C ・F・マイヤーにとっては現実は既K嫌悪の対象でしかなかっ
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た。メーリケはまだ田舎の現実にかろうじて喜びを見い出せたO 現実とはいっても、メーリクの繊弱左

気質に適合するように場所を田舎に移したのであD、彼にとって「現実Jは、政治・社会状況を捨象し

たほとんど実質内容の左い田舎の現実(例えは、石ころ・花・田舎者といった)を如何にして新しい現

実として認識するかという純粋に精押白境R度・主観的作業の対象になっていた。メーリクを全ーへと取

D込むロマン主義の世界観が崩接した後、彼は石ζろや花といった田舎の自然、の取るに足ら念いものそ

れ自身を見つめ心に感じて映す ζ とKよタロマン主義の価値措定から(留保付ではあるが〉のがれ、物

そのものの内在的価値を認めるレアリスムスへ第一歩を踏み出す。外界の凝視は更に昂じて、時々事物

詩的:1作品が出てくる。こうした動きと並んでフモーノレも現われるO 小さ左取るに足ら左い物への精持

の沈潜は一方では安心を与えるが、他方息苦しい狭さも生じ、伸びやかで左(:1るO 取るに足ら左いも

のを伸びやかで明るい地平へ解放するのはフモ←ノレであるO 事物詩とフモーノレは相補う二面であり、と

もにメーリクの現実主義文学の頂点である。

小さ左取るに足らぬものは偉大で崇高なものの反対でるD、崇高:1まじめさが普遍的なもの・純粋に

人間的左ものを前面K持ち出して偶然的・個別的・特殊左ものを排除するのに対して、個別的なもの・

取るに足らぬものをたたえるのはアモーノレである O アモ ノレは「微細左点K至るまで個別化を行い、そ

の個別j化されたものの部分を更Kまた個別化ずる 0
3
)JメーリクKとって個別的なものの材料はシュグァ

ーベンの田舎であb、それ故ζのフモ ノレは非常に土着的な性格を持っているのであb都会では成立し

え念い性質のフモーノレである O 故郷シュグァ ベンの田舎の個々の事物や人間への具体的愛着を一方κ

持ち、他方偉大念理念、との対照でそれらを輝かぜで、単K個人的友田舎者の愛着以上の価値次元をつく

り出すO ζ うしたフモーノレのあり方が、メーリケの文学が土着的であることによって普遍的であること

の一つの秘密左のであろう。偉大左ものでは念〈て、あまb価値のなさそう左個別的左ものを求めて喜

ぶのは何故かといえば、個別的なものの対極に偉大左理念を持っているからである。理念との対照Vてな

いて一切の個別的左ものは否定され、現世の不完全きが痛感されて「フモリストに一種の暗さを与える:う

しかしもう一面ではブモリストは現世に立っていることを知つてなD現世の最もくだらぬことがらにも

愛着をいだくことができるO これがフモールの明るい一置である O とζろで、一体フモ ノレがこの両面

をそ左えているにも拘らず、全体としてはそれを肯定的K強力左武器として使なうとする者がいるとい

うことはどういうとと左のか。半面の暗さは気Kなら左いのかo 11見世を相対的左ものとみるフモ ノレ

の方法もそれ自体、相対的なものであるn念どという、始めからプモーノレに背を向けれiらブモ ノレを
求めるよう念態度もありえないわけでは念1/>0 思うに、明暗両面をそなえるフモーノレを肯定的に有効た

らしめる条件は、プモリストの強力左生への執着念のだ。此母へのあく左き欲望がフモーノレを生むので

あって、その逆では左い。だからフモ ノレが崩れる場合、例えばケラーになける様に、理念の消失では

6) 
:1(愛をそそげる現実の喪失が原因となるO 理念、と現実の緊張にフモーノレが存在するとはいっても理念
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だけではフモーノレは成立し左い。ところが、現実だけでも「凡俗のフモーノレ (gemeiner Humor)J 

は成立するすということは、フモーノレというのはその成立する土壌に必須の栄養が、理念よ Dもまず現

実なのであろう。メーリクKとってフモーノレのむずかしさは、理念に居ななることの難しさではなく現

実に居ななることの難しさだった。前者念らば「絶対の愛」がこれを保証してくれたはずだ。しかしフ

モーノレの必須栄養である現実はメーリクには苦手の領域であ夕、現実に屈ななるふてふ、てしい力は理念

の力に比して決して充分に与えられてはいなかった。ここにメ リクのアモ ノレの構造的弱体がある。

すなわち、前項でみた様に愛を契機としてメーリクに二つの道が開かれた。第一は、エロス的合ーへ

の欲求から至福の解体と死へ至るか、又は第二として、それの持つ過度の刺激を避けて明るい生へ目を

向けるか。との二者択一しかメーリケにはあbえない。第二の道の方法としてフモ ノレがあるのだが、

これは第ーのととくに全的充溢を決して与えない。常K第ーへの憧れが伐る O しかし第一へ突入ぜずに

第二の道を地道に歩むことによって充たされぬ永遠の憧れを持った故Kメーリクの芸術は成立したのだ

といえる。明るい生へ転ずるVてはメ リクは余り Kも生V亡過敏だった。この種の精神にとっては、第ー

は適していても第二は非常につらく、かつ徹底でき左い。メーリクはいつも生の慢性疲労Kかかってい

た。生に耐えるためのクッションとしての美しいものを彼の芸術は保持していたが、それでもまだ不足

だった。第二の道、メーリケの芸術は充たされぬ渇望であゐ芸術Kょっで樹ゆ顎ヲたされゐilJ(tまなく、活友υモ芸

術作品者工自体力勤てまた慣吐Gぞーイ留すの愛への。第一の道Kよって卦酔うちに自爆するか、第二の道Kよって布筒

は残り左カも何とかやっていくねのこっκ-'?;吃った。 メーリケが第ーの道を捨てた理tむには恐怖i/惑が挙げら

れるが、それだけでは不十分でる夕、結局、直接的・決定的契機をつくったのはほんの何かの偶然だっ

たのであろう O 第二が十分な必然をもって勝つくらいならば、最初からメーリクのエロス念どたいした

ものでは左かったといえる。思い出や詩の中で美化・昇華させて体験の貧しさをなぎなうのが関の山で

あろう。第ーに反する明るい本性もメ リクには半面あったが、それが何故第ーに勝ったかはわから左

い。半面半面左らば第ーが勝つ可能性もあったはずだO ただ、第二の方へ↑ロjかがきっかけで心が傾いた

瞬間に、全力で組織的に第二を育て始めたことは確かだ。そうしなければ、いつまた第ーが襲ってくる

かわからなかったから O

プモーノレは生の弱さ故Vてでは左〈、強さ故に成立するO プモーノレはエネノレギーの固まりであり非常な

積極さであるO しかし積極性はメーリクには全く無縁で、彼は逆に最高に受動的だった。フィヒテの絶

対自我は最も能動的であるが、それ故に終局的な拠を失なう恐れが生じ、これを解消しようとして

シヱリングやシュライエノレマッハーはフィヒテの自我の絶対性を弱めてある程度受動的Kし、精神と自

然との和解を試みた。とれはあま iJVC過度の自由よ bも安定を望む精神の必然の動きであb、この受動

性を徹底して押し進めたと ζろにメーリクがいる O 彼はただに抱きとられることを切望した O

それでは、フモーノレでは左くて何にメーリクの心情的左最後の慰めがあるかと言えば、それは

-79ー



>Bescheidenく(忌るを知る ζ と〉である O フモーノレは力Vてその強みがあb、それ故、繊弱~メーリ

クには大儀だが、 >B巴scheid巴nくは繊弱を繊弱として生かせると ζ ろに強みがある O フモーノレを

確立した後にもなな彼は次の様念作品をつくらざるをえなかった。

G E B E T 

H巴rr schicke，was du willt， 

Ein Lieb巴 5 0 d巴r Leides; 

1 c h b i n v e r g n "u g t ， d a 5 5 b e i d e 5 

Aus deinen Ha"nden quillt. 

Wollest mit Freuden 

Und wollest mit L巴 lden

Mich nicht "u"bersch"u"tten! 

Doch in der lVfitten 

Liegt holdes Bescheiden・

祈り

主ょ、御心のまま K

(1846) 

うれしいこともつらいこともな与え下さい。

御手からこぼれるものならばわたくしは

どちらにも満足でどざいます。

よろこびでも

また悩みでも

浴びるほど沢山はな与え下さいませぬよう O

足るを知るのやさしさは

中庸にあるのでどざいますからO
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3 

メーリクの詩集をばらばらとめくってみてまず気付くのは、形式・内6・種類の多様性である。決し

て一本調子ではなく、多様な世界そのものの反映であるかのような様々の作品が尽きることを知らぬ宝

の山の様K詰まっているO 自己の主観を一本調子に強引に表出するのでは;iい口この多様さは世界を我

が物としたグーテや、森羅万象に宿ってうたうオノレブォイスを想い出させる O こうした多様性に篤き左

がらも、しかし一方では、一見素朴ななんでも乏いよう左詩も工夫をこらして彫琢されていて、名人芸

的左美しい芸術品と化しているのに気付く O 一見素朴であるだけ益々との対比がある種の重苦しさを感

じさせるO 自然、の花圃の様な詩集をばらばらとめくっていると、きらきらと輝く芸術品たちの居る人工

の花閣に突然迷い込んだかのような印象Kとらえられるのである。

シュトノレムが訪問した際メーリクは、>e s ( d a S p 0 e t i s c h e S c h a f f c n) m'u s s e 

n u r s 0 v i e 1 s e i n ， da s s m a n e i n e S p u r v 0 n s i c h z u r'ti c k 1丘sse;die

Hauptsache aber sei das Leben selbst，das man darUber nicht 

ve r g e s sen dur f e.8)くと述べたと言われる。生活そのものを大切にするとと、とれがメ リ

ケの詩集に接しての最初の印象である「自然の花園Jの根深さを証しているのであろう。世紀末の芸術

的ナノレシシズムとは全く反対であb、グーテの言葉かと思ゎぜる程であるO メーリクは若い頃に一度都

会K出てジャーナリズムの世界K身を投じたが、程なくして[Il舎K逃げ帰ってしまったO 都会での分裂

した生活は芸術の中K真の生活を求めさせるのであり、これを嫌ったメーリクは旧舎へ隠遁し、その時

代Vてないて望みうる限bの最高に分裂の左い生活を送ろうとした。つま b時代の荒波に真向から立ちむ

かうのではなく、むしろ逆にできる限b非時代的左環境に身を置いて価値の保全をはかったのであるO

その際氏、素朴詩人としてのゲーテはもちろん念頭にあったであろう O 時代的にいって、素朴詩人であ

ることは大変に困難であり、にも拘らずそれを議むならば、アドノレノが指摘する機dk言語的左様々の
巧般を駆使ぜねばならない。それは体験詩から純粋詩への流れの中でとらえれば「進歩Jだが、素朴詩

人の立場をE重視するならば「議歩Jである O ある限度内でメーリクは譲歩をした O その限度の向とうに

あるのは「芸術のための芸術Jである。詩よりも生活が大切だ、とあえてメーリケは言ったが、その生

活にしても生来体が弱いことに加えて精神的にもいわゆるヒポコンデリーに悩まされるととが多く、決

してそうした生活が最上のものだとは本人も思っていなかったであろうし、時折めぐまれた明るい精神

生活から詩が生まれたとしても、そうした落穂拾い的詩作法が最高のものだとも思ってい左かったであ

ろう O つまり、本来の望みとの対比Vてないて常にコンプレックスがあるのだ。ただ、与えられた時代的

・個人的状況の中で可能な限b良いものをつくろうとしたととは認めてもよv>o

詩作がその様であるとすると、その結果である作品の多様性もまたグーテの様に豊かな生活の充ち足
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Dた対応、物では左くて、何らかのコンプレックスを含むものと考えられる O メーリクの形式の多様性は

ロマン主義の特徴だと考える向きもある。ロマン派は自我の無拘束・自由念展開のために、表現手段と

してできる限り多くの形式を望んだ。しかしメーリケの場合、形式の多様性を単にロマン主義的とする

のは不精確であるO というのは、ロマン主義からレアリスムスへのメーリクの歩みと本質的対応を左さ

ないからだ、。古い革袋に新しい酒を盛るの ζ とき VC~ ってしまう。メーリクの歩みK即して考えれば、

ロマン主義を脱け出して現実世界に入りそとに生き抜くためのあらゆる可能性を不安の中で必死K試み

るζ とのために様々の形式が必要だったのであろう。彼は、 >Die Form st doch in 

17 ) 
ihrer tiefsten Bedeutung ganz unzertrennlich VOm Gehalf;ノくとして

いるが、現実世界に投げ出されて新しい可能性を求めて開かれた心の新しい柔らか念、しかし不安在動

きの多様に形式がそのまま寄りそっているといえる O きらきら輝く芸術品の多様は不安の現われであb、

多様の根底には充溢による愛では左くてイロニーがある O

ロマンティッ、ンェ・イロニーは、作者が精神の絶対自由を保持するために作品K対して、いやそれを書く

作者自身に対してまでも距離を取D、作品への没入によって精神が固着するのを防ぐo従って無意識の

インスピレーションκ打たれて創作する Sturm und Drang時代の天才とは異1.:.!?、意識的・理

性的に自己を自由に操作して運動さぜるのが天才であるとした O メーリクの場合、自我の絶対は絶対の

愛Kとって代られ、求めて得られ治絶対の愛の故V亡、其々の瞬間(インスピレーション)の賜物である

個々の詩は大変美しくても、それを更に高いところでななうイロニーがあるO とのイロニーは絶対自我

故K では~<、絶対の愛の故にある O 後期ロマン派に至るとシュライエノレマッハーやシェリングの影響

もあってイロニーを中心とした天才観が変化して、自我の無拘束左自由が制限を受け、その分だけ受動

的VC~ って現実の中に永遠絶対の存在を求めるように~!?、現実を通して永遠の存在K没入してだき取

られる瞬間(インスピレーション〕が再び詩作の契機と左った O す念わちインスピレーションは全的没

入の方法であり、また没入の対象の存在を前提としていた。後期ロマン派のインスピレーションによる

愛の獲得や自然との合ーから、メ リケはインスピレ ジョンのみを完全に受け継いだ。というのは、

メーリクにとって何よ bも大事だったのはインスピレ ションの前提を念す永遠無限絶対の存在だった

からである。しかし既に「愛」の項でみたように愛の獲得や自然との合ーはは?とせず、それ故インスピ

レーションから生まれた荻々の多様左美しい詩もそれらを更に上で統べるイロニーの存在を予感させる

のである。メーリクが事物詩へ向うのもインスピレーションの不完全性を示しているO 彼のインスピレ

ーションはその因って来たるところを神から永遠の人間性へと大幅にずらすことによって無恨の力を喪

失したO

10) 
また、 「無限は詩を通じて始めて人間K近づく 勺と考えたロマン主義者は芸術の絶対化を押し進め

たが、生活の痕跡としての詩を求めたメーリクはそれによって精神の余.!?vcむ左しい過度の主張の危険
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-不毛を回避して現実主義代歩み出たとはいえ、それ故Vてまた愛氏関しては越えられぬ限界を自らつく

ってしまったのである。

メーリクが多様性の中で苦闘せざるを得なかったのは、彼が求めて積極的にレアリスムスに入ったと

いうよタは、そこに投げ込まれてその中で追いかけられながら何とかやってゆかねばならなかったから、

つま D新しい時代の暗黒面・マイナス面K妙に敏感だったから左のであろう。レアリスムスの初期的形

態から直ちに事物詩へ移行し、 48年以降の本格的レアリスムスの時代に入ると事物詩が沈黙して創作

力が尽きてしまうのもその様な理由Kよる。

4 

すべては時の大鎌が刈b取るためVてのみ存在する。

(シェイクスピア「ソネットJ) 

生涯を通じてメーリクの詩作は三度の頂点をむかえる。 1828，1837-8，1845-6であ

る。この後 18 4 8年三月革命が起こDいわゆるピーダーマイア一時代は終わる。この頃からメーリケ

の詩作は急速に衰え、 1852年の>Hutzelmannl巴 in<1855年の>Mozartくを除いて

見るべき成果がなくなる。創作上の不毛という点からこの時期以降を晩年と考えたい。

数少ない晩年の詩を杭観するとそこには数的減少だけではなく質的変化も見てとれる。その最大のも

のは、時間の流れをうたった作品が出てきたことである。

AN  GRETCHEN  

Jungst， als unsere lVladch巴n，z u r F a s t n a c h t b巴 id e v e r k 1 e i d e t， 

1m Halbdunkel sich scheu erst an der Ture gezeigt， 

Dann si ch di巴 Blonde als Schaferin dir， mir aber die kleine 

Mohrin mit Lachen zumal warf ln den offenen Arm 

U n d d u， L i e b s t e， v 0 n f e r n m e i n G e f u h 1 n i c h t a h n e n d， i n s 0 h r 

汀11r 

(D巴r ich verbl.~fft da sass) fl'u'stertest"Lobe sie doch“ 
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o wie gedachl' ich der Z巴 t，d a d i c s e 11 1 C h t w a r巴n und wi r uns 

B e i d e n 0 c h f r em d， j a d u s e 1 b巴r noch hiess巴sl ein Kind. 

Einst und Jetzt im羽Techsel- ein fliegender Bli Iz der 

GedankE>fl 

Machte mich stumm， und hoch wall te vor Frcuden mein H巴rz. 

グレートヒエンへ

この前わたしらの娘たちが謝肉祭K二人とも仮装して

薄暗がりの中をなずbずと戸口氏まず現われ

次K羊飼いK化けた金髪の方はな前V亡、わたしにはしかし小さ念

ムーア娘がそれも笑lハ左がら、広げた腕の中K飛び込んでき

そしていとしい人よ、まず前は遠くからわたしの気持ちも知らずに耳に

(わたしは呆れてそ ζK坐っていた)r子供たちをほめるのよ」と鳴いたその時に

ああ何と思い出されたことだ、との子たちがまだ生まれず、わたしらが

まだ互いを知らず、それど ζろかb前自身がまだ子供といわれた時代が。

変転する菅と今ーその思いが頭を走b抜け

わたしの口をつぐませたーと、わたしの心は喜びK高〈湧きたったのだ。

4 7才で初めて家庭を築いたメーリケが妻Vて宛て書いた作品である。遊び戯れる子供達の姿と感触は

ふと寄る年波を詩人に感じさせ、子供達がまだ生まれてい念い時代、詩人やグレートヒェンがまだ子供

だった時代を想い出させる。との「子供たちJは生長し、出会い、結婚し、年老いて子供を持つに至っ

ている。失われた過去、絶え間ない変転、存在のはかなさ、それらを前にして詩人はふと口をつぐむ。

と、突然、時の流れは喜びと左って詩人の胸をあふれ出る。ペンターメターの最後の行は hochVC揚音が

置かれ、ことで気を持たせるよう K前半が切れて、 wa1 1 t巴の力強い揚音で後半が始まる。 Fr巴u-

d enのあふれ出る豊かな響きがこれに続き、 st ummの詰まった様な音と対照をみせる。この最後の

行は大きな喜びを形造っているよう K見える。しかしとの喜びは野性的力をこめた自由奔放な生の讃歌

なのではない。詩行はフライエ・リュトメンやフライエ・マドリガーレでは~くディスティヒョンから

成っていて>Bescheidenくの中K喜びがっつましくうたわれているのであるo

時の流れを肯定しようとする作品には、>A c h， n u r e i nm a 1 n 0 c h i m L e b e n < C 1 8 4 

5 )， > De n k e s， 0 S e e 1 e./ < C 1 8 5 1頃)， >Hermippus<C 1 860頃)， > 

Erinna an Sappho<(1863頃)， >An GretchenくC1 8 6 4 )， > L a n g， 1 a n伝
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st's her/く(1 866頃)，>Mit dcr Abbildung eines sog巴na n n t巴n

ewigen Kalendersく (1868) ，等があるoTarabaはこうした傾向を>Wesen als 

11) 品{

Wande 1く>Leb巴n，w 1 e e s 1 s t くとして非常に円疋的に解釈している。一方、 Sch 1 a f-

l~ L B6  I -r ;r~ë-'" f e rは>Verganglichkeit くと規疋して色疋的伝釈を下しているO との結論の差は測れば

実は両者の思想の根本的相異にまで至るのだが、しかしそこまで行かなくとも両者の文学的感性を信頼

して、対立する解釈の出る原因を作品代即して少し〈考えてみたい。 >Dc口kes，o Seeleノく出fii]二く

時の流れを扱っていても、死を正面から見つめていて、それが転じて生の宵定になョザしいるかどうかが

解釈の分れ目に左る O との部類には(也氏>Erinna an Sapphoくが入る O その他の作品は>An

Gretchenくと|司様に生の明るい面に視線が向けられてなり、この砂]るさがどの程度力強いかが

解釈の分れ目となるO

DENK  ES  ，0 SEELE  

Ein Tannlein grunet wo， 

We r we i s s， i m W旦 1d e ， 

Ein Rosenstrauch，wer sagt， 

I口 welchem Garten? 

Sie sind erlesen schon， 

Denk es，o Seele， 

Auf deinem Grab zu wurzeln 

Und zu wachsen. 

Zwei schwarze Rossl巴in weiden 

Auf der Wiese， 

Sie kehren heim zur Stadt 

1n muntern Sprungen. 

Sie werden sc'hrittweis gehn 

Mit deiner Leiche; 

Vielleicht，vielleicht noch eh 

An ihren Hufen 

D昌 s Eisen los wird， 

Das ich bl tzen sehe. 
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それを思え、なが魂よ

小さ~椴の木が森の中の

いずととも知れぬ場所に生い繁D

パラのしげみは

いずことも知れぬ庭VC<bるO

それらは既に選ばれである

それを思え、なな魂よ

な前の墓に根をはb

育つためにO

二頭の黒い小馬が野原で

草を食んでいる

それらは町の我が家へと

陽気Kとび跳ね左がら帰る。

それらは一歩一歩歩いて行くだろう

な前の遺骸を運びながら。

ひょっとして、ひょっとして是Kついた

蹄鉄がまだとれ左いうちKかもしれない

その蹄鉄の;埋めくのを私は今見る。

第一節では、自分の墓に植える木が既に定められているはずである、すなわち自分はいつか死ぬ運命

にあるとうたわれるO 第二節では、今眼前にみえる陽気な馬がいつか自分の死体を運ぶかもしれ左い、

馬の蹄鉄が落ちる前にも自分'.1:死ぬかもしれない、しかも今確かに自分がこの目でみた光る蹄鉄が次の

隣聞には落ちるのかもしれ ~v>、とうたわれる o vielleichtと二度繰返される言葉が生の無常感

を強める O 死すべき運命をVてなった生は圧倒的重さと厳然たる事実として現われているO この作品は元

18) 
来エンデカシラボ(ヤンプス 1 1音節脚韻付)から成っていて、その一行がこの最終稿ではJ原氏二行氏

分解されているので、一行自が 3揚音、ニ行自が 2揚音になっている。エンデカシラボ?としてみれば脚

韻も第一節は残っている O しかしエンデカシラボ式にヤンブスで読めば、耳で聴く限りは最終稿のニ行

をエンデカシラポ一行と聞きとられる恐れもあb、二行に分解した意味が左く之とる。分解してフライエ

・リュトメンにした最大の理由は、各二行自のヤンアースをしばしばトロへークスその他に変えてフライ

エ・リュトメンの自由左力強きを出したかったからと忠われる。と b わけ>D~nk es ，~ S~el 巴く

となっているあたDは非常念力強さを感じさせる O 第一節では CaJCeJ系が多くて開いた響きに左

つてなD、第二節ではこれに Ci J系が多く加わって鋭さを増してはいるが、全体として中間音の神経

的左ひびきを排したどっしDとした音KなっているoTarabaは、 >ImAnschauen der 
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Todessymbole wird das Ende schon vollzogen，und mit d巴m Ve r l'u明

sch巴n des"Bl tzens“gehort das Erl巴bnis"Tod“1 n s巴 lner gelstl-

ー 13)ノ
gen 羽lirklichkeit bereits der Vergangenh巴 an，ist verwunden: ノく

として時聞の流れの克服を主張してhる。この作品の力強さを考えると Tarabaの見解はかなむね

首肯されるようにも思われる。しかしこの詩には暗い重さも含まれてなb、Tarabaの言うように時

の流れの全面的肯定ととるにはいま一つ釈然、としないものが残るO 先程の>An GretchenくKな

いても、明るい表現にいま一歩の力強さが欠けているのを見た。概して時聞を扱った晩年の詩には、と

の中途半端が多かれ少なかれみられる O

しかも、時聞を扱った作品を全面的K肯定的K解釈するに疑問となる事実が他にもこつあるO 一つは、

長年にわたるメーリクの否定的時間意識が解決した(と思われた)時K不毛K陥ったのは何故なのかと

いうこと。もう一つは、時間の詩が晩年の作の全てではなく、これと相反する様な作品もあるということ

とである O 後者の例として例えば次の様念事物詩がある O

SCHLAFENDES JESUSKIND， 

gemal t von Franc.AI bani 

S 0 h n d e r J u n g f r a u ，H i mme 1 s k i n d ! am B 0 d e n 

Auf dem Holz der Schmerzen eingeschlafen， 

Das der fromme Meister，sinnvoll spiel巴nd，

Deinen leichten Traumen unterlegte; 

Blume du，noch in der Knospe dammernd 

Eingehullt die Herrlichkeit des V昌te r s 

o wer sehen konnte，welche Bilder 

Hi n t巴r dieser Stirne，diesen schwarzen 

Wimpern sich in sanft巴m Wechsel malen! 

眠っているなさな児イエス

フランク・アノレバーニの絵Kよる

主?とめマリアの息子、天の子よ、地面の

痛みの木の上で眠b込んでしまった。

との木は敬度左親方が巧み左戯れをみせて

な前の軽い夢の下にあてがったものだ。

花のb前よ、まだ奮の中でまどろみ左がら
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父の栄光を内に秘めているではないかO

誰にわかろうか、この額

この黒いまつ毛の後ろでどん左形象が

柔らかな移b変ゎbのうちに描かれているかを O

寄るべ左い自己が体験詩として胸中をうたっても意味が念い。自己のためにでは左〈事物自身のため

K事物をうたう。時聞の問題としては、自己から発する否定的時間意識がある意味での自己放棄による

事物への同化によって解消されるO あるいは、

StrahI dich， m巴in Schwest巴rc h e n. s t r a h 1 d i c h ! 

羽ri r w 01 1 e n i hm s i n g e n e i n R a t s e 1 -L i e d • 

Wi r woI Ien ihm kI ingen eim boses Lied; 

Di e Ohr巴n s 0 1 1 e n i hm g e 1 1 e n. 

lch wiI 1 ihr schenken einen Kranz 

Von N巴 sseln und von Dornen ganz: 

D am i t f a h r t s i e z u r H 0 1 1 e ! 

S c h i c k d i c h. m e i n S c h w e s t e r c h巴n. schmuck dich 

DerweiI sie alle sind am Schmaus. 

S 0 1 1 r 0 t i n F 1 amm巴n stehn das H呂us ， 

Die Gaste schreien und renn巴n.

Zwei soIIen sitzen unverwandt， 

Zwei hat ein SpruchI巴in festgebannt; 

Zu Kohle mussen sie brennen 

>Die Tochter der Heideく(1861)

髪をとかしてなくんだよ、妹よ、髪をとかしてなくんだよ O

私らはあの人に謎歌をうたってやる

私らはあの人に悪意の歌を響かせてやる

あの人の耳はがんがん鳴るんだ。

あの人の新婦にはいらくさといばらばかりでできた

冠を贈ってやる

それをかぶって彼女は地獄に落ちるんだ。
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用意するんだよ、妹よ、着飾るんだよ O

みんなが饗宴の席Vてついている間K

真赤えと炎氏家は包まれるんだ

客たちは叫び逃げまどう。

二人は動けずに坐ったまま

二人は呪文で金縛b

炭vct.:るまで燃えるんだ。

(荒れ野の娘)

怪異な想像、ロマン派的色彩が濃いこの作品はある銅版画を見ていてイメージが湧き出たものといわ

14入
れている Oメまた、

4 

Kapitelsaal 

Wi ed巴r u n d w i e d e r b e s t a u r: i c h d i e P r a c h t d e r r om a n i s c h e n 

Ha 11 e， 

H e r r 1 i c h e B 0 g e n， a u f k u r z s t amm i g e S a u 1 e n g e s t巴 11 t. 

R a u h v 0 n K 0 r n i s t d e r S t e i n， d 0 c h n a hm e r w i 1 1 i g d i e Z i e r d e 

A u c h z u d e r G r 0 s s h e i t a u f， we 1 c h e d i e Ma s s e口 beseelt.

Nur ein dusteres Halblicht sendet der Tag durch die schmalen 

F e n S t e r h e r e i n u n d s t r e i f t d 0 r t e i n v e r g e s s e n e s G r a b. 

Rudolf dem Stifter und ihr， lVJechtildis， der fromm巴n，ve r g 0 n n t e 

Dankbar d昌s Kloster， im Port seiner Geweihten zu ruhn. 

>Bilder aus Bebenhausen<(1863) 

集 ム一品 室

幾度も幾度も私はロマネスク様式の広聞の華麗さに驚嘆する

幹の太い柱の上K架けられた素晴らしいアーチ。

石は粗いはだをしているが装飾をも快く

素材に命を吹き込んでいる偉大さの中に受け入れている。
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昼の光は狭い窓、を通してくすんだ薄暗い光だけを送り

そこで忘れ去られた墓をかすめる。

創立者のル一ドルフと彼女、敬慶左メヒテイノレディスにイ普段は

感謝の意を表しぜ普院の聖者たちの休み場に憩うことを許していた。

(ベーベンハクゼン絵巻)

彫塑的形象Kよって時間を解消しようとする中期の傾向がここIてはまだ十分に残っているO 一方では

時の流れを流れとして肯定しようとする作品があ担左がら、他方何故時間を力づくで克服しようとする

作品も残っているのか。後者の存在理由を説明するKは、 Tarabaの様に時間の詩をその強さの面か

ら見るのではなく、その弱さに着目するので念ければいけない。弱さの面から見てこそ時聞の詩と相反

する作品の存在、不毛に陥った理由、先程の解釈でぬぐい切れ左かった時間の詩の不安面が明らかにな

るO 以下、この点から考えたい。

そこで、晩年に至るまでの青年期からの作品を時聞の観点から概観してみる。まずロマン主義の化身

ベレグリーナに沿いて時間の停止した世界を覗き込んだメーリクは此岸へ一歩を進めるにあたって、地

上的存在の全てを死に向って逗んでゆくものとして時間をとらえ、時聞の流れの克服を試みる。愛は失

われ、自然、との合ーはかなわない。神話に入ったメーリケは永遠に回帰する循環の次元に自己の個別的

偶然的存在の孤立化を解消しようとする。また牧歌では、理想境を設定してその内部でのみ時の流れを

流れとして肯定するO また彫塑的形象Kよって時間を解消させたり、事物詩Kよって時間意識を消した

りする。そして最後は、時の流れを流れとして肯定しようとする晩年の作品に至るO

とうした多様性は前項で述べた形式の多様と同根であD、全てを滅ぼすものとしての時間の流れへの

恐怖の現われである O 時聞は最早進歩のにない手として力強く肯定されることはない。古代・中世Vてな

いては「永遠」はまだ生きていて、時間をそれに吸収させる ζとができたが、近代K至ると中世の神は

徐々κ消えてゆき、人間中心の思想、が最初は神の衣をかぶって現われ、やがて衣さえもが消えてゆくよ

うになる。それでも、産業・社会の発展期には時聞はその発展のにない手として最高の価値を与えられ

明るい未来を聞くものであるとされたO それと表裏をなす思想・文学も、時間の流れや歴史氏新しい意

義づけを試みる活力を有していた。ところが産業・社会のあまbの急激左発展・巨大化は社会的矛盾を

生み階級闘争が起ζ夕、一方それと表裏をなす思想・文学は時聞の流れを最早進歩とみなすことができ

念くなるO ある者は、時間の流れの非人間的性質を思想的K克服しようとし、またある者は時聞の流れ

とともに進行する社会的非人間化に行動で対抗しようとする。メーリクの文学の特質は、社会的矛震の

急増の中κ居ななった徹底した非時代性にあり、彼の時代vc許されたメーリケ独自の現実主義文学も結

局は全てが永遠なものに収束してゆく傾向をもっ。メーリケの見つけた田舎の「現実」は当時の時代的

現実を否定するものであ D、田舎の目見実」は確かに一種の現実であるととも K、現実を超えるものを

-90-



っかむ契機と念る、というこ重の意味をもっている。時間の流れはそのまま肯定されるべきではなく、

永遠のものにお・いて克服されるととにより人間的なものの保守K努めるのでなければ左らない。

j5) 
ノレカーチは、メーリクの創作力が早くっきてしまった理由が究明されねばならないと言っているか、ノ

ことでノレカーチが言いたかったのは多分メーリクの保守的な姿勢が早い不毛と関係あるという ζ となの

であろう。確かに関係があるO 古い時代の生を墨守したメーリクは時代がたつK比例してその源から遠

ざかってゆき、彼の生は衰退していった。特VL4 8年 3月革命後の世界の変動が痛かった。古いバロッ

クの伝統の下にあるオーストリアのメッテノレニヒ Kかわってプロイセンを中心とした「小ドイツ」が指

導的地位に立ち、統一された近代国家として鉄と石炭の時代K突入したO 時代が流れ、源から遠さ、かっ

ていってもメーリク個人の芸術的発展でカバーできたが、それが限界に達するや一挙に崩れたのであろ

う。芸術上の最後の頂点は訪れ左かった。もともとメーリケの芸術は時とともに膨れあがっていく性質

のものでは左い。 >Wesen al s Wandelくは、メーリクの古い生が大きく崩壊する中で彼の芸術

のみがその帰結を求めて細々と継続して至った「頂点Jだった。ちょうどロマン派の芸術が、初期の甘

く切ない憧僚から始まって、究極の安心を得る後期に至る道が、必ずしも芸術的価値の発展を意味する

のではな¥.n16)ように、メーリクの晩年の時聞の作品も、 「ペレグリーナJ以後の自家解毒の道、心情的

κ安定を求める必然の道であり、かつ時i切の自然、左肯定という点で 48年以後のレアリスムスの時代に

も立派に対応してはいるが、芸術的価値となると別問題である。メーリケの人間力の欠如、生の弱々し

さは>Lebe n， wi巴 巴s i s tくのどとき状況で十分な力を発俸でき左かった。現実の力が圧倒的

になり、また詩人自身がそれを肯定せざるをえ左くなった時、空怨力は漏れ生は瓦解し、詩人は死なざ

るをえなかった。彼はやは9r芸術時代」の末喬だった。晩年の文学の展開の仕方は、如何Kメーリク
が絶対の愛にこだわっていたかを如実K示している。どんなみじめな方法をもってしでも安定を得たか

ったのだ。 >Leben，wie es istくK於て彼は最も安心し、かつ同時に最も芸術的力を失った。芸

術的生産力を失ってでも安心したかった。何故ならメー 1)クにとって絶対安心の境地というものは、あ

れば喜ばしいものなのではなくて、念くては我慢ならないものだったからだO しかし、絶対安心の境地

というものは、生成変化発展を本質とする生Kとっては、その尽きる所に非生産的に憩っているのであ

って、その極限は無であり、そこK誘うのは絶対の愛なのであるoフモーノレを核とするメー 1)ケの明る

い文学は力の所産であり力の故に存する。しかし晩年の文学は方を抜いて自己をあるがまま V亡、全てを

滅ぼす時の流れにまかぜたo時の流れを肯定し、同時に死に向って突き進む自己の生命の主張を嘉£走。

多産はただ力Kのみ存した。 Tarabaは、死を知D生命の主張を強め1そのであb、死と隣りあわせの

生の澄みきった肯定の境地だと解釈したが、筆者は、晩年の文学の安定した境地が生の主張の弱化の故

κ存し、創作上の枯渇をもたらしたと考えたい。全てを時の流れにまかぜること、時間を現実の流れと

して捉えることは、永遠なものに核心がるったメーリクの生を解体させた。不毛の中の>Leben，
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Wl巴 es 1 S tくは、解体によ D青年期のあの絶対の愛へ至ろうとする地上的愛の変形なのであb、力

に存した明るい文学はここで終わるのであるO 晩年。とうした作csv<:は7跡ら不思議左安らぎがある。青

年期の愛に始ま b、中期の明るい生の肯定をへて、晩年の生の衰退に主るが、青年期と晩年に同質性が

ある O 明るい生の肯定が中期Kしか現われ左かったととは、メーリケの本来の素地が如何左るものかを

暗示している O ブモーノレは彼の努力に存し、イロニーは素質K存する。晩年ーには、それまで蓄積してき

た教養や志向が剥落して本来の素地一知の確信ーが蕗わに左ってきた。中年期の獲得された明るさは消

え、もとの寂家へ再び帰っていった。メーリケの崎郷である。

5 

Der Tod ist die mildeste Form des Lebens: 

der ewigen Liebe Meisterstuck. 

(H且uP t m a n n > M i c h a e 1 K r am e rく)

メーリクという人は、現実のこの世界K生きるには余り K気弱で、生氏敏感すぎたO 強い自己主張の

中に己れを定立し己れの存在意味を信ずることが絶対にでき念い程にメーリクは生に優し〈、優しい故

K生K受動的で、傷つくことも傷つけるととも好まない。生の探求のためK命をかけるのでは念〈、命

をとられ念いために生を探求する。日を輝かせて求めるのでは左〈困惑の表情で求めるO 彼の脳裏には

帰るべき地点が磁石の様に存在していて引きつけている O 氷点下の道を零度の地点K向って走ってゆく、

早〈着か左いと体が凍ってしまう、零度地点はもどるべき場所である。巨大な喪失感が消えることは~

〈、最初から掘られてしまっている無限の大穴の中にひと握りずっ手で土を投げ入れて埋めていく。仮

に全部埋めたとしても、その上K家を建てるのがまたひと苦労だO 結局メ リケはほんの少し穴を埋め

ただけで力尽き、その上氏乗ったのは墓石であった O 詩人としての大成の結果訪れたのは、詩人として

の義務を履行したことの安心感、更には人間としてともかくも比岸を生き抜いたことへの安堵感だった。

生涯を終える時が肩の荷をやっと下ろぜる瞬間、一生のうち最も幸福左瞬間だった。信念による「充実」

ではなく、 「やれやれ」だったO 詩作によって生涯があが左われるとはどうも思っていなかった。

絶対の安心・絶対の優しさは無の中Vてのみあった。 ζの世ではその望みは決して叶えられ左いととを

全日ったメーリクは、転じて、 b母さんの後を泣き左がら必死に追いかける甘ったれのな嬢ちゃんに左っ

た。とれでは男とはいえ左い。男らしく、乃至は人間らしく白介から相手に何かをしてあげようとは思

わなかった彼は、相手から際限も左〈要求ばかりするように念った。この受動性の究極K向って甘えを
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拡大していった。それは無に態えぬ彼にとって、可能左i:ti大の抵抗であD最大のやつあたbであb、無

という意地悪念やつに対する最大のこれみよがしの行為であり虚偽である O メーリケは自ら行為するこ

とに疲れていた、す念わち詑動的であること氏疲れていた口受動性の究怪に絶対の愛を求めた、その表

面には無がくっついていた。

メーリクは決して，心の真実に到りえない。せめて唯美主義者か牧師に徹するへきだった。ところが彼

は、芸術ょ bも生活が大切だと考えたO 乙れがるわれ念人間メ リケの間違いの始まりだった。メーリ

クの生は逗しく念い。生きているのがやっとだ。メーリクは死ぬべきだったO 生・死を止揚する巨大友

視点から見れば、生よ bは死がメーリクの真実だった。晩年に不毛Kなることによって彼は一歩真実に

近づいた。作品はできず、唯生きているだけだった。創作よ bも無為の中Vこより彼の兵突がある。晩年

は創作上不毛のみならず、生活も憂善要であD、それ故真実に近かった。晩年は不毛なるが故に勝利だっ

た。しかしまた、晩年K特徴的念少数の作品からも、勝利Kよタ接近したことがむかる(4.参照)0 

メーリクは生を信じ切れなかった。しかし無は信じていた。これは幸いなことだ。生をも無をも信じ

ていなかったならば、足場を失い、荒れはてた空間K放り出され、何を在すにも無意味で全ての行為を

中止したか、もしくは何を成すにもなかしくて笑い左がら全ての行為を行なったかもしれない。けれど

も幸いまとと氏メ リクは無を信じていたO だから数々の真面目な作品がつくれた。

メーリクにとって、との世界K力一杯生きるのでは考い ζ とが、つまりは死ぬととが第一の真実であ

った。彼はマリアK没入して自己を滅ぼすべきだった。しかし彼は自己の良夫K対する勇気K欠けてい

た。だから彼は第二の(つまり二番煎じの)真実である明るく生きる ζ とを選んだ。あるいは、選んだ

というよ bは、それしか残されてい左かったのでそちらへ何と左〈行ってしまったO 行ってし古ったか

らには仕方が左い、なるべく納待のいく様K生きる工夫をするのが心の自然、であるO しかし如何せん二

番煎じの真実念ので、グーテの様左伸びやかな壮大きは実現し左い。 ζの点ではグーテの方がずっと第

ーの真実に近いところに立っていたO 勿論、第ーの真実に従うことが必ずしもより「偉大J;1人聞をつ

くるとは限ら念¥noメ リクがこれに従ったならば彼滅型の小天才か何かK念り、若くして身を滅ぼし、

あの豊か左実bは実現しなかっただろう O 真実を取るか、それとも実質的尖りで勝負して、それを自己

の信念Iてないて真実であると認め念会すかの二者択一念のである。この点ではハイネも同じだ。奇しく

もメーリケが見破った様に、ハイネは自分の持つ純粋左詩人性を捨てて政治へ赴かねばなら左かった。

そとK彼の分裂・暗きか生じたし、グ テ程大き〈も左ら左かった。そのくせメ リケとハイネは角つ

きあわせてけんかをしたO 二人は生まれつきの詩人でもな〈、その才能は神から佼かったものでも左か

ったといえる。
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テキス卜は、 Eduard Morike， S呂mtliche Werk巴 1 n zw巴 in sich abge-

schlossenen Banden， hrsg. von Gerhart Haumann， Cott昌 Stuttgart，

1954を用いた。
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